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 旧祁答院地区消防組合は、昭和５６年に発足し、宮之城町・鶴田町・薩摩町・祁答院町の４町で構

成される一部事務組合として運営されていましたが、平成１７年３月２２日、市町村合併により足掛

け２４年に及ぶ歴史に幕を下ろし、新しい消防本部「さつま町消防本部」として新たにスタートしま

した。 

 これにより「さつま町消防本部」は、新町さつま町の直轄事業として運営され、組織上、総務課や

町民課などと並ぶ、役場の一課となりました。 

就

任

挨

拶 

私
こ
と
３
月
22
日
付
を
も
ち
ま
し
て
消
防
本
部
次
長
兼
消
防
署
長
か
ら
消

防
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

祁
答
院
地
区
消
防
組
合
は
昭
和
56
年
４
月
に
発
足
し
、
こ
れ
ま
で
運
営
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
先
の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、さ
つ
ま
町
消
防
本
部
・
消
防
署
と

し
て
新
た
な
組
織
の
も
と
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ご
承
知
の
と
お
り
消
防
は
、
各
種
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
崇
高
な
使
命
の
も
と
地
域
社
会
の
福
祉
の
増
進
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
に
お
け
る
国
内
の
災
害
発
生
状
況
を
見
ま
す
と
、
地
震
、

台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
加
え
、
放
火
に
よ
る
大
規
模
店
舗
火
災

等
が
多
発
し
、
全
国
各
地
に
大
き
な
爪
跡
を
残
し
ま
し
た
。 

一
方
、
当
地
域
に
お
い
て
も
急
激
に
進
展
し
て
い
る
高
齢
化
は
、
急
病
人
や
交

通
事
故
の
増
加
に
も
極
め
て
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
救
急
業
務
の
果

た
す
役
割
は
益
々
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
消
防
行
政
に
と

り
ま
し
て
最
優
先
の
課
題
は「
地
域
の
安
全
と
住
民
の
安
心
、
安
全
の
確
保
」
で

あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
消
防
の
責
務
の
重
大
さ
を
深
く
認
識
し
、
地
域
住

民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
消
防
力
の
整
備
強
化
は
も
と
よ
り
、
地
域
消

防
団
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
防
火
対
策
の
推
進
や
災
害
時

要
援
護
者
の
安
全
確
保
の
推
進
並
び
に
救
急
高
度
化
に
よ
る
救
命
率
の
向
上

に
努
め
る
な
ど
、
消
防
行
政
の
重
要
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。 併

せ
て
職
員
一
人
ひ
と
り
の
自
己
研
鑽
と
人
命
の
尊
さ
を
い
つ
も
念
頭
に
置

き
、
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さつま町消防本部初代消防長

田上 泉（55 歳）

新消防長の横顔 
 昭和４８年 東京消防庁入庁 

 昭和５６年 祁答院地区消防組合の発足と同

時に入庁、予防係主任兼第１小隊長

に就任 

 昭和５８年 予防係長兼消防署副署長に就任 

 平 成 ３ 年 消防本部次長兼消防署第７代消

防署長に就任 

 平成１７年 さつま町消防本部初代消防長に

就任

宮之城町 鶴 田 町 薩 摩 町 祁答院町

祁答院地区消防組合

（一部事務組合）

さつま町 

総

務

課

町

民

課

税

務

課

消

防

本

部

そ
の
他
の
課

    

Ｑ１ 

火
事
の
時
や
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
に
、
何
か
変
わ
っ
た

こ
と
は
な
い
の
？ 

Ａ１ 

こ
れ
ま
で
通
り
さ
つ
ま
町
内
で
一
一
九
番
を
ダ
イ
ヤ
ル

す
る
と
、
直
接
さ
つ
ま
町
消
防
本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な

が
り
、
消
防
車
や
救
急
車
が
そ
れ
ら
の
災
害
に
応
じ
て
出
動

し
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
携
帯
電
話
に

つ
い
て
は
、
今
年
１１
月
以
降
に
各
消
防
本
部
で
の
直
接
受

信
方
式
に
変
更
に
な
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
代
表
消
防

本
部
で
受
信
の
後
、
当
消
防
本
部
に
転
送
さ
れ
ま
す
。 

Ｑ２ 

３
町
合
併
で
、
消
防
車
や
救
急
車
、
消
防
署
員
の
数
は

減
っ
た
の
？ 

Ａ２ 

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
は
減
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
防
署
員
の
数
も
、
旧

宮
之
城
町
役
場
か
ら
２
名
の
職
員
を
消
防
士
と
し
て
任
用

し
、
緊
急
時
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。 

Ｑ３ 

町
の
消
防
団
は
ど
う
な
っ
た
の
？ 

Ａ３ 

旧
３
町
の
消
防
団
を
統
合
し
、
新
し
く
「
さ
つ
ま
町
消
防

団
」
が
結
成
さ
れ
、
旧
町
の
区
分
ご
と
に
宮
之
城
東
部
方
面

隊
・
宮
之
城
西
部
方
面
隊
、
鶴
田
方
面
隊
、
薩
摩
方
面
隊
が

組
織
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
地
域
の
安
全
を
守
っ
て

行
き
ま
す
。 

ま
た
、
消
防
本
部
に
「
消
防
団
係
」
を
新
設
し
て
事
務
所

管
の
一
本
化
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
に
頼
ら
れ
る

消
防
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

－1・2－ 



                                

 

平
成
十
六
年
中
に
管
内
で
発

生
し
た
火
災
を
『
出
火
率
（
人

口
一
万
人
当
た
り
の
出
火
件

数
）
』
と
い
う
方
法
で
検
証
し
て

み
る
と
、
我
が
さ
つ
ま
町
は
こ

の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
出
火
率
の
全
国
平
均
は

４
．
８
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
都
道
府
県
別

に
み
る
と
、
富
山
県
が
最
も
低

く
２
．
７
ポ
イ
ン
ト
（
な
ん
と

十
二
年
連
続
一
位
！
）
と
な
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
鹿
児
島
県

は
６
．
９
ポ
イ
ン
ト
と
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
り
、
昨
年
の

全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位
か
ら
『
全

国
ワ
ー
ス
ト
一
位
』
に
後
退
す

る
と
い
う
、
た
い
へ
ん
不
名
誉

な
結
果
を
残
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
当
消
防
本
部
管
内

の
出
火
率
は
と
い
う
と
、
全
国

で
も
最
悪
の
鹿
児
島
県
の
出
火

率
を
更
に
大
き
く
上
回
る
『
１１
．

９
ポ
イ
ン
ト
』
で
、
全
国
で
も

稀
に
見
る
最
悪
の
値
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
さ
つ
ま
町
は
全
国

各
地
に
比
べ
る
と
、
２
倍
以
上

も
火
災
が
発
生
し
て
い
る
『
火

災
危
険
地
帯
』
な
の
で
す
。 

 

 

ま
た
、
こ
の
地
域
の
火
災
は

「
ち
ょ
っ
と
風
が
吹
い
て
い
る

け
ど･

･
･

」
「
今
な
ら
風
が
吹
か

な
い
か
ら･

･
･

」
「
少
し
の
間
な

ら
大
丈
夫
だ
ろ
う･

･
･

」
な
ど
と

い
っ
た
「
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の

緩
み
」
か
ら
発
生
し
た
、『
防
げ

る
た
き
火
火
災
』
が
３２
件
中
２１

件
を
占
め
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。 火

を
扱
う
と
き
の
気
の
緩
み

が
自
分
た
ち
の
町
を
火
災
危
険

地
域
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
今
一
度
認
識
し
て
、
皆
さ

ん
の
防
火
の
心
を
ひ
と
つ
に
し

火
災
の
な
い
安
全
な
さ
つ
ま
町

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

、 

             

                               

                                

 

旧宮之城町 9.8 ポイント 

旧 鶴 田 町 10.2 ポイント 

旧 薩 摩 町 9.0 ポイント 

旧祁答院町 13.0 ポイント 

全 国 平 均 4.8 ポイント 

鹿 児 島 県 6.9 ポイント 

 

今
後
多
く
の
方
が
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
使
用

を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
の
と
こ

ろ
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
空
港
な
ど
多
数
の

人
が
集
ま
る
場
所
で
の
整
備
が
随
時
進
め

ら
れ
て
い
く
予
定
で
す
。 

講
習
等
詳
し
い
こ
と
は
、
消
防
本
部
救

急
救
助
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
「
除
細
動
」
は
こ
れ
ま
で
医
師
や

救
急
救
命
士
な
ど
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
と
い
う
機

器
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
一
般
の
市
民
が

救
急
隊
到
着
前
に
こ
の
「
除
細
動
」
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

心
臓
が
止
ま
る
よ
う
な
死
に
至
る
不
整

脈
の
場
合
に
は
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
『
除
細
動
』
を
早
く
行
う
ほ
ど

救
命
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
？
～
自
動
体
外
除
細
動
器

の
略
称
で
、
心
臓
が
小
刻
み
に
震
え
る

「
心
室
細
動
」
が
生
じ
た
場
合
、
心
臓

に
「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
」
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
医
療
機
器
の
こ
と
で
す
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
多
種

あ
り
ま
す
が
、
す

べ
て
音
声
指
示
に

従
っ
て
使
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

場
所
に
は
、
こ
の

よ
う
な
表
示
が
あ

り
ま
す 

－3－ 



                                

                                

                                

 今年もまた，梅雨や台風などの風水害のシーズンがやってきました。 

 台風や集中豪雨の威力は計り知れない反面、事前の対策や準備次第で被害を最小限に抑えることが

できます。台風や豪雨が近づいてきたら、最新の天気予報などで正しい情報を入手して、各家庭でで

きる範囲の対策をしておくことが重要です。また、大雨警報や洪水警報が発表されたら避難準備をし

て、いつでも避難できる態勢を整えておきましょう。 

 

 

 風水害でもっとも怖い土砂災害には次のような種類があり、それぞれ特徴や前兆が異なります。 

 

 
◎地すべり ◎土石流 ◎がけ崩れ 

 

 

昨
年
１０
月
か
ら
、
救
急
救
命

九
州
研
修
所
に
入
校
中
で
あ
っ

た
堀
之
内
成
昭
消
防
士
が
、
先

ご
ろ
実
施
さ
れ
た
難
関
の
国
家

試
験
に
見
事
合
格
。
当
消
防
本

部
９
人
目
の
救
急
救
命
士
の
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。 

 

堀
之
内
消
防
士
の
抱
負 

 

半
年
間
の
研
修
で
学
ん
だ
知

識
と
技
術
を
こ
れ
か
ら
の
救
急

活
動
と
自
己
研
鑽
に
生
か
し
、

ど
ん
な
大
き
な
災
害
に
も
立
ち

向
か
え
る
救
命
士
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 

 

先
ご
ろ
大
口
市
に
お
い
て
行

わ
れ
た
、
県
下
消
防
職
員
意
見

発
表
大
会
に
、
朝
倉
利
博
消
防

副
士
長
（
35
歳
）
が
出
場
。 

「
救
命
の
第
一
歩
」
と
題
し
、

応
急
手
当
の
重
要
性
に
つ
い
て

発
表
し
、
み
ご
と
奨
励
賞
を
獲

得
ま
し
た
。 

 

 

さ
つ
ま
町
消
防
本
部
開
庁
に

あ
わ
せ
て
、
旧
宮
之
城
町
役
場

か
ら
二
人
の
職
員
が
新
た
に
消

防
士
と
し
て
任
用
さ
れ
、
現
在

鹿
児
島
県
消
防
学
校
で
、
消
防

士
と
し
て
の
基
礎
を
猛
勉
強
中

で
す
。 

  

 

そ
の
ほ
か
の
主
な
人
事
異
動

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

☆
消
防
本
部
次
長
兼
消
防
署
長 

髙
木 

卓
朗 

（
前
消
防
署
次
席
） 

☆
消
防
本
部
次
席
兼
消
防
団
係
長 

松
尾 

英
行 

（
前
宮
之
城
町
役
場
建
設
課
長
補
佐
） 

☆
消
防
本
部
総
務
係
長 

平
田 

水
穂 

（
前
宮
之
城
町
役
場
交
通
消
防
係
長

） 

堀之内 成昭（31 歳）
    屋地区出身 

柳田 新作（29 歳）
  白男川区出身 

福島 泰幸（29 歳）
   佐志区出身 

急な斜面で「突発的におこ

る」のが特徴です。 
前兆は・・・ 

☆がけからの水が濁る 
☆がけに亀裂が入る 
☆小石がパラパラ落ちてくる 
☆斜面から大きな音がする 

一度に「広範囲の地盤が動

く」のが特徴です。 
前兆は・・・ 

☆地面にひび割れができる 
☆沢や井戸水が濁る 
☆斜面から水が噴出する 

 土砂などが水と一緒に流れ、

非常に大きな破壊力が特徴。 
前兆は・・・ 

☆山鳴りがする 
☆雨は降っているのに川の水

位が下がる 
☆川に流木が混ざり始める 

－4－ 



                                

                                                     

                                                                

                                       

           

   

金
賞 

銀
賞

銅
賞

奨
励
賞

 

柏
原
小
１
年 

上
之
原 

拓 

弥 
 

中
津
川
小

２
年 

永 

江 

優 

生 
 

流
水
小
３
年 

辻 

囿 

涼 

太 
 

白
男
川
小

４
年 

栗 

山 

知 

里 
 

佐
志
小
５
年 

桐 

野 

祐 

太 
 

永
野
小
６
年 

岩 

下 

史 

輝 
 

 
中
津
川
小
１
年 

宮 

脇 

し
え
り 

 
永
野
小
２
年 

柳 

田 

あ
か
ね 

 

佐
志
小
３
年 

桐 

野 

麻 

衣 
 

中
津
川
小

４
年 

笠 

松 

成 

吾 
 

永
野
小
５
年 

大
牟
田 

裕 

介 
 

盈
進
小
６
年 
橋 

口 

友 

実 
 

 

盈
進
小
１
年 

吉 
村 

春 

輔 
 

鶴
田
小
２
年 

大 
野 

恭 

平 
 

柏
原
小
３
年 

井
手
田 
愛 

実 
 

泊
野
小
４
年 

村 

田 

寛 
季 

 

流
水
小
５
年 

後 

藤 

桃 
華 

 

求
名
小
６
年 

金 

子 

真
百
佳 

 
 

紫
尾
小
２
年

大 

園 

水 

紀 
 

白
男
川
小

２
年

久 

徳 

和 

樹 
 

山
崎
小
２
年

池 

田 

達 

馬 
 

平
川
小
５
年

神 

囿 

美
加
里 

（
敬
称
略
）

    

 

管
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ

ー
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
13
の
小
学
校

か
ら
62
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

審
査
は
、
日
本
芸
術
院
浪
漫
派
美
術
協
会

理
事
の
浜
政
辰
氏
に
お
願
い
し
、
２
月
19
日

の
表
彰
式
に
お
い
て
、
入
賞
者
を
表
彰
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
永
野
小
学
校
６
年
生
の
岩
下
史
輝

く
ん
の
作
品
は
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
採

用
さ
れ
、
管
内
の
各
事
業
所
な
ど
に
掲
示
し

て
あ
り
、
関
係
者
な
ど
に
防
火
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
（
※
表
・
文
中
の
学
年
は
表
彰
当

時
の
も
の
で
す
） 

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
金
賞
を
獲

得
し
た
、
岩
下
史
輝
く

ん
と
そ
の
作
品 

 

「
お
、
重
い
・
・
・
。
く
、
苦

し
い
・
・
・
。
（
俺
、
消
防
士
に

な
れ
る
か
な
・
・
・
）
」 

【
宮
之
城
中
職
場
体
験
学
習
】

 

一
糸
乱
れ
ぬ
整
頓
状
況
で
、
観

閲
を
受
け
る
、
消
防
団
員
・
消
防

署
員 【

紫
尾
森
林
消
防
隊
訓
練
式
】

 

「
キ
ャ
ー
す
ご
い
炎
！
私
に
消

せ
る
か
し
ら
？
」
消
火
器
を
正
し

く
使
え
ば
消
せ
ま
す
よ
！ 

【
婦
人
防
火
研
修
会
】 

 

「
呼
吸
の
確
認
！
１
・
２
・
３
・

４
・
・
・
、
呼
吸
な
し
！
え
ー
と

次
は
人
工
呼
吸
で
す
！
」 

【
婦
人
防
火
研
修
会
】 

－5－ 


